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　日本プラントメンテナンス協会は、2008 年度から専門診断員に
よる『保全水準評価』（MOSMS 診断）を実施してきました。その結
果から、5 段階評価による評価の基準化を図りました。
・5 段階評価は、保全の階層的な管理技術力を正確に評価します
・5 段階評価の結果は、保全戦略・保全計画の策定に寄与します。

そこで、事業所にとって適切な評価単位で評価します
・事業所（工場）としての「保全水準」を、定期的に工場経営およ

び全社経営に報告（レビュー）するために、評価の結果を事業所（工
場）の単位にとりまとめてレビューします
これら一連の『保全水準評価』プログラムを、「保全経営」の評

価パッケージと呼称します。

MOSMS R：Maintenance Optimum Strategic Management System
／経営に資する戦略的保全マネジメントシステム

Ｒ

「保全経営」評価パッケージ
アセットマネジメント

『保全水準評価』プログラム

ご案内

技術的な
「保全水準」

評価

レビュー

集計・まとめ（（例事業所単位）

レビュー

工場経営

全社経営「保全経営評価」
の活用

定期的な
「保全水準」
評価報告

保全計画
策定

保全戦略
策定
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５段階の
「保全水準
詳細評価」

診断スキル
教　育

評価
フォーマット
（130項目）

5 段階
評価基準

（130項目×5段階）

・項目ごとの
自主目標値の設定

・評価結果の目標に
対する到達率

経営レビュー 保全技術



【特長1】評価対象は「保全経営力」

「保全経営力」は、次のような範囲としています。
・「保全」の範囲を、設備の全ライフサイクルを健全に保つという

スコープとすること（故障修理ではありません）
・経営および企業活動に対するステークホルダー（利害関係者）全

体にとって最適な「保全」が機能していること
・「設備管理」を中核として他のサイクルが具体的に連携し日常的

に回り続ける仕組みが機能していること
・現場の力が向上する仕組みとなっていること

経営
ロス・リスクの
最小化

PQCDSME
ロス・リスクの
最小化

4Mとこれを
マネジメントする

仕組み（1M）のそれぞれが
下記点で満足

・自主性（自ら判断し改善できる
→モチベーションUP）

・均質性（業務品質にバラツキがない）
・最新性（新技術を扱うスキルがある）
・網羅性（対象範囲、対象業務が抜け

なく実施されている）

・永続性（情報・人的ナレッジが
伝承されている）

経済性

平常時と非常時
の連携経営レベル

（資源配分の意思決定）

ミドルレベル
（マネジャー）

保全実施レベル
（現場）

重点性

保
全
水
準
評
価
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【特長2】「仕組み」（システム）が “生きている” かを診る視点

　この 5 段階評価は、次のような視点で設定しています。
・保全マネジメントに必用な各段階の「仕組み」があるか、ないか
・ここでいう「仕組み」は、たとえば方針管理等の管理サイクル上

の仕組みや、経営的な資源配分、技術上の管理基準、現場活動、
人材育成、保全データなどの仕組みを含んでいます

・「仕組み」があるだけでなく、活用されているか。また適切に更
新されているかを診ています

・「仕組み」は、他の「仕組み」（サイクル）と連動しているか。た
とえば、労働災害や非常時の危機管理との連動などです

『保全水準評価』は、最終的には事業所（工場）単位での「保全経
営力」を診ることにつながります。こうした「保全経営」を成立さ
せる仕組み・システム（すなわち「計画保全」）が機能しているかを、
具体的に評価するために評価単位（対象）を設定します（たとえば、
プロセス単位、製品ライン単位など）。
　大きすぎる単位では表面的な評価になったり、小さすぎる単位で
は局所的な視野になったりするので、適切な評価単位を設定する必
要があります。

【特長3】5段階レベルの「評価基準」	

『保全水準評価』プログラムでは、評価項目の大項目－中項目－小
項目の下に、130 項目の設問が設定されています。この設問に対して、
5 段階で保全水準レベルを評価していきます。
　大まかには、次のようなレベル評価です。 

・「5」：十分できているレベル（非常に良い）
・「4」：良くできているレベル（良い）
・「3」：ある程度できている（普通）
・「2」：不十分なレベル（悪い）
・「1」：全くできていないレベル（非常に悪い）
　評価は、前段階ができていてはじめて、次の段階ができているか
を評価します。たとえば、レベル「3」はできているが「4」はで
きていない、しかし「5」の一部はやっているというような場合は、
レベル「3」と評価します

5段階4段階3段階2段階1段階

前段階ができていてはじめて、
次の段階ができているかを評価する

評価対象の75％ができていれば
できていると評価する

レベル低 レベル高



【特長4】「保全マネジメント人材」の育成に直結

『保全水準評価』の進め方は、大まかには、まず現場自らが評価を
行い、次に評価責任者が現場とともに正式な評価を行います。

・現場が、自ら項目ごとの目標を仮設定し、次に現状を評価します
・『保全水準評価』の責任者が、正式な目標を設定し、次に現状を評
価します。この際、現場自らの仮目標設定・評価結果を参照しなが
ら現場とともに目標設定・現状評価を行い、現場は評価責任者との
視点の違いを理解しつつ成長していきます。これこそが、「保全マ
ネジメント人材」の育成に直結するものです

【特長5】「仕組み」の評価と「保全経営力」の評価を明示

　5 段階評価基準による『保全水準評価』を実施できるように、日
本プラントメンテナンス協会は、解説プログラムを策定しており、
これには評価プログラムとしてエクセル＊ファイルを付属します。
＊エクセル：米国 Microsoft Corporation の登録商標「Microsoft® Excel」

　このプログラムは、評価結果をエクセル内で自動集計して、「仕
組み」の評価と「保全経営力」の評価の両面を自動的に明示します。
・「仕組み」の評価は、現時点の強みと弱みから着手すべき課題を

見出すために「計画保全力」到達率として表します
・トータルな「保全経営力」の要素として、＜「保全経営力」の要
素能力＞と＜「保全経営力」の管理視点力＞を表します

10.0%

30.0%

50.0%

１．保全の方針と
中長期計画

２．保全計画の策定

３．保全の実行計画・
管理

４．保全の実施と改善

５．保全の評価と基盤
整備

６．保全の人財育成

「保全水準評価結果」
：計画保全の仕組みの到達率（総合）

設定目標レベル
達成度（％）

あるべき姿達成
度（％）
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

．保全の方針と中長期計
画

－ 保全の方針と課題

1 中長期計画

－ 年度保全方針と中
長期

計画のレビュー

１．保全の方針と中長期計画

設定目標
レベル
達成度（％）

あるべき姿
達成度（％）

設定目標
レベル
達成度（％）

あるべき姿
達成度（％）

設定目標
レベル
達成度（％）

あるべき姿
達成度（％）

設定目標
レベル
達成度（％）

あるべき姿
達成度（％）

設定目標
レベル
達成度（％）

あるべき姿
達成度（％）

設定目標
レベル
達成度（％）

あるべき姿
達成度（％）

2．保全計画の策定

2－1 保全計画の策定

2－2 年次・月次保全計
画の作成

2－3 予備品管理計画の
作成

2－4 年次保全予算の策
定

２．保全計画の策定

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

3．保全の実行計画・管理

3－1 保全の役割分担

3－2 保全部門の業務

3－3 運転部門の業務

3－4 設備設計部門の
業務

3－5 アウトソーシング
の活用

3－6 日常保全の作業
管理

3－7 検査・整備工事の
施工管理

３．保全の実行計画・管理

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

．保全の実施と改善

4ー1 検査・整備計画と実施

4ー2 運転員による日常点検

4ー3 故障削減活動の推進

4ー4 改善活動の仕組み

４．保全の実施と改善

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

5．保全の評価と基盤整備

5－1 保全評価

5－2 保全資料の整備

5－3 保全技術の標準化

5－4 保全情報管理システム

5－5 保全費の最適運用システム

5－6 保全評価の共有化

５．保全の評価と基盤整備

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

6．保全の人財育成

6－1 保全の教育・訓練に関する
基本方針

6－2 保全員の教育・訓練計画

6－3 運転員の教育・訓練計画

6－4 保全に関する管理者教育

6－5 保全に関する技術情報の
共有化

６．保全の人財育成
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10%

30%

50%

Ａ：プロセスリスク対応力

Ｂ：保全管理技術力

Ｃ：オペレーター保全力

Ｄ：アウトソーシング管理力

E：保全技術・
　  改善力

Ｆ：人材育成力と
　　標準化力

「保全経営力」の要素能力評価結果

設定目標レベル
達成率（％）

あるべき姿達成
率（％）
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10%

30%

50%

CAP-Do（現状認識から始めているか）

ナレッジ伝承
（維持・伝承しているか）

論理性
（論理的にとらえているか）

重点性
（論理的な重点付け
をしているか）

網羅性
（不具合は
全て解決す
る姿勢か）

経済性
（全体最適
の経済性が
考慮されて
いるか）

「保全経営力」の管理視点力評価結果

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会 2015Ｃ

設定目標レベル
達成率（％）

あるべき姿達成
率（％）

仕組みの到達率
（中項目）



「5段階評価基準」のサンプル

　5 段階評価基準による『保全水準評価』130 項目から、サンプル
として 10 項目を次ページより記載します。
　自社で『保全水準評価』を実施する場合のイメージづくりにお役
立てください。
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設
問
項
目

（
全
13
0
項
目
の
内
、
10
サ
ン
プ
ル
）

設
問
内
容

確
認
資
料

５
段
階
評
価
レ
ベ
ル

大
項
目

中
項
目

小
項
目

N
o

レ
ベ
ル
１

レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
３

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
５

1．
保
全
の
方
針

と
中
長
期
計
画
 

（
1
／
14
項
目
）

1
－
1

保
全
の
方
針
と
課

題

（
2）
課
題
抽
出
の

方
法

4

保
全
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
、
改
善
の
た
め

の
課
題
を
抽
出
し
て

い
ま
す
か

【
成
果
指
標
デ
ー

タ
】

保
全
デ
ー
タ
分
析
の

仕
組
み
が
な
い
、
ま

た
は
保
全
デ
ー
タ
を

蓄
積
し
て
い
な
い
 

的
確
な
保
全
デ
ー
タ

分
析
を
行
う
た
め
の

指
標
が
設
定
さ
れ
て

い
な
い
 

的
確
な
保
全
デ
ー
タ

分
析
を
行
う
た
め
の

指
標
が
設
定
さ
れ
て

い
る
 

改
善
課
題
を
抽
出
す

る
た
め
に
、
設
定
さ
れ

た
指
標
に
基
づ
い
て

的
確
な
保
全
デ
ー
タ

分
析
を
行
っ
て
い
る
 

改
善
課
題
を
抽
出
す

る
た
め
に
、
設
定
さ

れ
た
指
標
に
基
づ
い

て
的
確
な
保
全
デ
ー

タ
分
析
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
る
 

2．
保
全
計
画
の

策
定
 

（
3
／
24
項
目
）

2
－
1

保
全
計
画
の
策
定

（
2）
保
全
の
管
理

単
位
の
設
定

18

保
全
計
画
対
象
の
全

設
備
に
つ
い
て
、「
保

全
の
最
小
管
理
単
位

（
保
全
の
実
態
に
合
わ

せ
た
管
理
単
位
）」
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す

か
（
ど
う
い
う
単
位

で
そ
の
設
備
を
保
全

す
る
か
）

設
備
の
管
理
区
分
を

設
定
し
て
い
な
い
 

階
層
区
分
を
工
程
－

設
備
－
機
器
レ
ベ
ル

に
至
る
階
層
展
開
を

行
い
、
管
理
区
分
を

体
系
的
に
設
定
し
て

い
る
 

保
全
の
形
態
（
自
社

で
保
全
す
る
か
、
外

注
委
託
す
る
か
な
ど
）

に
合
わ
せ
て
、「
最
小

管
理
単
位
（
保
全
の

実
態
に
合
わ
せ
た
管

理
単
位
）」
を
設
定
し

て
い
る
 

保
全
計
画
対
象
の
全

設
備
に
対
し
て
適
切

な
「
最
小
管
理
単
位
」

を
設
定
し
て
い
る
 

保
全
計
画
、
保
全
評

価
お
よ
び
保
全
実
行

（
故
障
分
析
・
作
業
分

析
な
ど
）
を
効
率
的
・

効
果
的
に
実
施
す
る

際
に
、
保
全
の
「
最

小
管
理
単
位
」
を
活

用
し
て
い
る
 

（
6）
機
器
単
位
ご

と
の
設
備
管
理
基

準
の
設
定

28

重
要
度
の
高
い
設
備

に
対
し
て
は
、
機
器

ご
と
の
保
全
内
容
の

「
技
術
的
根
拠
」
が
明

確
で
、
文
書
化
さ
れ

て
い
ま
す
か
 

基
準
の
「
技
術
的
根

拠
」
と
し
て
、
検
査
・

診
断
や
整
備
に
使
用

さ
れ
る
検
査
成
績
書

や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

が
準
備
さ
れ
て
い
ま

す
か
 

【「
機
器
別
管
理
基

準
」
の
設
定
根
拠
】

重
要
度
の
高
い
設
備

に
対
し
て
、「
機
器
別

管
理
基
準
」
の
「
技

術
的
根
拠
」
と
な
る
、

検
査
・
診
断
や
整
備

に
使
用
さ
れ
る
検
査

成
績
書
や
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
 

検
査
・
診
断
や
整
備
に

使
用
さ
れ
る
検
査
成

績
書
や
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
は
あ
る
が
、
技

術
的
な
管
理
基
準
の

設
定
に
は
活
用
し
て

い
な
い
 

検
査
・
診
断
や
整
備

に
使
用
さ
れ
る
検
査

成
績
書
や
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
活
用
し
て
、

各
部
位
に
対
し
て
、
管

理
ポ
イ
ン
ト
（
管
理

指
標
）
と
技
術
的
な

管
理
基
準
を
設
定
し

て
い
る
 

各
部
位
に
対
し
て
、
管

理
ポ
イ
ン
ト
（
管
理

指
標
）
と
技
術
的
な

管
理
基
準
を
満
足
す

る
た
め
の
具
体
的
な

保
全
方
法
を
設
定
し

て
い
る

重
要
度
の
高
い
設
備

に
対
し
て
、「
機
器
別

管
理
基
準
」
設
定
の

技
術
的
根
拠
が
文
書

化
さ
れ
て
い
る
 

2
－
4

年
次
保
全
予
算
の

策
定

（
1）
年
次
保
全
予

算
の
策
定

37

「
保
全
予
算
」
は
、
技

術
的
な
保
全
方
式
と

結
び
つ
い
た
区
分
け

（
保
全
費
の
性
格
別
分

類
）
に
よ
っ
て
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
か

【
年
次
保
全
予
算

書
】

「
保
全
費
分
析
」
の
重

要
性
を
認
識
し
て
い

な
い
 

「
保
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費
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の
必
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認
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が
、「
保
全
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、
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区
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（
保
全
費
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な
い
 

「
保
全
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算
」
は
、
技

術
的
な
保
全
方
式
と

結
び
つ
い
た
区
分
け

（
保
全
費
の
性
格
別
分

類
）
に
よ
っ
て
編
成

さ
れ
て
い
る
 

保
全
担
当
部
署
は
経

営
に
対
し
、
保
全
費

用
の
「
性
格
別
分
類
」

を
も
と
に
「
保
全
予

算
案
」
を
レ
ビ
ュ
ー

し
て
い
る
 

経
営
と
保
全
担
当
部

署
の
両
者
が
、
保
全

費
用
の
「
性
格
別
分

類
」
を
も
と
に
保
全

の
予
算
お
よ
び
実
績

を
管
理
し
て
い
る
 



設
問
項
目

（
全
13
0
項
目
の
内
、
10
サ
ン
プ
ル
）

設
問
内
容

確
認
資
料

５
段
階
評
価
レ
ベ
ル

大
項
目

中
項
目

小
項
目

N
o

レ
ベ
ル
１

レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
３

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
５

3．
保
全
の
実
行

計
画
・
管
理
 

（
2
／
32
項
目
）

3
－
2 

保
全
部
門
の
業
務
（
2）
業
務
の
標
準

化
44

保
全
作
業
全
般
の

PD
CA
が
回
る
業
務

の
進
め
方
（「
保
全

業
務
の
ジ
ョ
ブ
フ

ロ
ー
」）
が
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
か

【
保
全
業
務
の
ジ
ョ

ブ
フ
ロ
ー
】

保
全
作
業
全
般
の
業

務
の
進
め
方
（「
保

全
業
務
の
ジ
ョ
ブ
フ

ロ
ー
」）
が
作
成
さ
れ

て
い
な
い

「
保
全
業
務
の
ジ
ョ
ブ

フ
ロ
ー
」
は
作
成
さ
れ

て
い
る
が
、
保
全
作

業
全
般
の
PD
CA
が

回
る
業
務
の
進
め
方

と
な
っ
て
い
な
い
（
一

部
の
保
全
作
業
し
か

整
理
さ
れ
て
い
な
い
） 

保
全
作
業
全
般
の

PD
CA
が
回
る
業
務
の

進
め
方
（「
保
全
業
務

の
ジ
ョ
ブ
フ
ロ
ー
」）

が
作
成
さ
れ
て
い
る
 

ム
ダ
な
作
業
を
排
除

し
、
か
つ
「
や
る
べ
き

作
業
」
と
し
て
、
日

常
的
な
業
務
の
中
に
、

故
障
削
減
活
動
や
コ

ス
ト
削
減
、
生
産
性

向
上
な
ど
の
改
善
活

動
が
含
ま
れ
て
い
る
 

保
全
方
式
や
管
理
基

準
見
直
し
、
点
検
整

備
周
期
見
直
し
反
映

の
業
務
等
が
ジ
ョ
ブ

フ
ロ
ー
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
（
保
全
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
へ

の
反
映
も
含
む
） 

3
－
6 

日
常
保
全
の
作
業

管
理

（
2）
作
業
環
境
・

安
全
確
認

63

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
さ
れ
る
こ
と
で
、

安
全
作
業
を
確
保
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
か

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
さ
れ
て
い
な
い

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
す
る
仕
組
み
が
明

確
に
な
っ
て
い
な
い

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
す
る
仕
組
み
が
明

確
に
な
っ
て
い
る

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
さ
れ
る
こ
と
を
周

知
徹
底
さ
せ
る
仕
組

み
が
あ
る
 

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
さ
れ
る
こ
と
で
、
労

働
災
害
、
公
害
、
設

備
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

発
生
の
未
然
防
止
が

確
実
に
達
成
さ
れ
て

い
る
 

4．
保
全
の
実
施

と
改
善
 

（
2
／
23
項
目
）

4
－
2 

運
転
員
に
よ
る
日

常
点
検

（
1）
運
転
員
に
よ

る
日
常
点
検

80

運
転
部
門
は
、
保
全

部
門
と
協
議
し
て
、

自
ら
「
日
常
点
検
基

準
書
」
を
作
成
し
て

い
ま
す
か

【
日
常
点
検
基
準

書
】

「
日
常
点
検
基
準
書
」

は
作
成
さ
れ
て
い
な

い

「
日
常
点
検
基
準
書
」

は
あ
る
が
、
運
転
部

門
自
ら
が
作
成
し
た

も
の
で
は
な
い

運
転
部
門
と
保
全
部

門
の
協
議
の
う
え
、
定

め
た
「
日
常
点
検
項

目
」
を
元
に
、「
日
常

点
検
基
準
書
」
と
し

て
運
転
部
門
自
ら
作

成
し
て
い
る
 

「
日
常
点
検
基
準
書
」

は
、
点
検
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
や
点
検
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
な

り
、
点
検
品
質
の
維

持
と
作
業
安
全
の
確

保
が
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
 

運
転
部
門
が
自
主
的

に
「
日
常
点
検
基
準

書
」
を
作
成
で
き
る
よ

う
に
保
全
部
門
が
「
機

器
別
管
理
基
準
」
を

ベ
ー
ス
と
し
て
作
成

指
導
を
行
っ
て
い
る
 

4
－
3 

故
障
削
減
活
動
の

推
進

（
2）
故
障
分
析
シ

ス
テ
ム

88

故
障
分
析
お
よ
び
対

策
は
、
職
責
者
（
管

理
者
）
の
技
術
レ
ベ

ル
で
対
策
し
て
い
ま

す
か

「
故
障
原
因
分
析
書
」

を
作
成
し
て
い
な
い

故
障
分
析
お
よ
び
対

策
を
、
職
責
者
（
管

理
者
）
の
技
術
レ
ベ

ル
で
行
っ
て
い
な
い

（
担
当
者
任
せ
と
な
っ

て
い
る
）

担
当
者
が
「
故
障
原

因
分
析
書
」
作
成
後
、

作
成
内
容
を
管
理
者

と
の
間
で
技
術
検
討

し
て
い
る
（
担
当
者
任

せ
と
な
っ
て
い
な
い
） 

技
術
検
討
結
果
を
反

映
し
、
保
全
係
（
課
）

内
の
技
術
的
な
検
討

会
等
で
共
有
化
し
て

い
る
 

「
故
障
原
因
分
析
書
」

は
、
書
く
だ
け
で
な

く
、
上
席
が
一
緒
に

な
っ
て
、
議
論
し
、
教

え
る
仕
組
み
と
し
て

重
要
で
あ
る
こ
と
が

認
識
さ
れ
、
技
術
伝
承

の
仕
組
み
の
一
貫
と

し
て
機
能
し
て
い
る
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設
問
項
目

（
全
13
0
項
目
の
内
、
10
サ
ン
プ
ル
）

設
問
内
容

確
認
資
料

５
段
階
評
価
レ
ベ
ル

大
項
目

中
項
目

小
項
目

N
o

レ
ベ
ル
１

レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
３

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
５

5．
保
全
の
評
価
と

基
盤
整
備
 

（
1
／
23
項
目
）

5
－
6 

保
全
評
価
の
共
有

化

（
1）
保
全
評
価
の

共
有
化

11
5

保
全
実
績
・
保
全
評
価

を
経
営
や
事
業
所
他

部
門
な
ど
へ
報
告
し
、

レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る

仕
組
み
が
で
き
て
い

ま
す
か
（
保
全
月
報
・

年
報
な
ど
）

保
全
実
績
・
保
全
評
価

を
経
営
や
事
業
所
の
他

部
門
な
ど
へ
レ
ビ
ュ
ー

す
る
仕
組
み
が
な
い

保
全
実
績
・
保
全
評
価

を
経
営
や
事
業
所
の
他

部
門
な
ど
へ
レ
ビ
ュ
ー

す
る
仕
組
み
は
あ
る

が
、
継
続
し
て
保
全
の

保
全
実
績
評
価
を
行
う

た
め
の
評
価
指
標
（
保

全
品
質
指
標
・
M
Q
指

標
）
を
明
確
に
し
て
い

な
い
 

工
場
や
プ
ラ
ン
ト
に
適

し
た
項
目
を
評
価
対
象

と
し
て
、
故
障
対
策
や

保
全
作
業
の
品
質
向
上

な
ど
を
目
的
と
し
た
評

価
指
標
（
保
全
品
質
指

標
・
M
Q
指
標
）
を
明

確
に
し
、
継
続
し
て
保

全
の
保
全
実
績
評
価
を

行
っ
て
い
る
 

「
保
全
品
質
指
標
・
M
Q

指
標
」
の
結
果
を
、
毎

月
確
実
に
記
録
・
集
計

し
た
結
果
を
「
保
全
月

報
」
と
し
て
ま
と
め
、

年
度
ご
と
等
に
整
理

し
、
年
報
等
と
し
て
ま

と
め
、
そ
の
年
度
（
期
）

の
ト
レ
ン
ド
を
見
て
い

る
 

本
社
の
統
括
部
署
等
が
、

各
工
場
の
弱
点
、
問
題

点
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

き
て
お
り
、
経
営
に
よ

る
保
全
評
価
が
可
能
と

な
っ
て
い
る

6．
保
全
の
人
財
育

成
 

（
1
／
14
項
目
）

6
－
4 

保
全
に
関
す
る
管

理
者
教
育

（
1）
保
全
に
関
す

る
管
理
者
教
育

12
9

生
産
保
全
に
関
す
る

管
理
者
に
必
要
な
機

能
（
能
力
）
が
整
理

さ
れ
て
い
ま
す
か
 

ま
た
、
教
育
実
施
内

容
が
、
個
々
の
専
門

的
知
識
で
は
な
く
生

産
現
場
に
お
け
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
を

主
体
と
し
て
策
定
さ

れ
て
い
ま
す
か
 

【
管
理
者
教
育
項

目
】

生
産
保
全
に
関
す
る
管

理
者
に
必
要
な
機
能

（
能
力
）
が
整
理
さ
れ

て
い
な
い

生
産
保
全
に
関
す
る
管

理
者
に
必
要
な
機
能

（
能
力
）
が
整
理
さ
れ

て
い
る
が
、
保
全
を
戦

略
的
に
立
案
し
実
行
す

る
と
い
う
観
点
が
欠
け

て
い
る
 

保
全
を
戦
略
的
に
立
案

し
実
行
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
生
産
保
全
に

関
す
る
管
理
者
に
必
要

な
機
能
（
能
力
）
が
整

理
さ
れ
て
い
る

管
理
者
教
育
の
実
施
内

容
が
、
個
々
の
専
門
的

知
識
で
は
な
く
、
生
産

現
場
に
お
け
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
教
育
を
主
体
と

し
て
策
定
さ
れ
て
い
る

保
全
水
準
評
価
の
実
施

を
通
し
て
、
実
効
性
の

あ
る
「
保
全
管
理
者
教

育
」
が
、
継
続
的
に
確

実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
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